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箱根湯本駅前の商店街（2日、箱根町）
首都圏最大の温泉地である神奈川県箱根町の2021年の観光客数は前年比7.4%増の1350万人で過去2番目に少なかった。新型コロナウイルスの感染拡大が影響した。過去最少は20年の1257万人。

4年ぶりに増加に転じ、町は「ワクチン接種が進み、高齢者らの重症率の低下や感染不安への意識が弱まり、旅行需要が徐々に回復した」と分析している。


2日の町の発表によると、21年の観光客数の内訳は、日帰り客数が前年比12%増の1095万9千人となったのに対し、宿泊客数は同8.9%減の過去最少の254万1千人だった。コロナ禍の行動制限がある中で日帰り旅行の需要が増えたという。

施設別の宿泊数では、旅館・ホテルなどは前年比で減ったが、キャンプ場・コテージは前年比11.8%増となり、コロナ禍でアウトドア需要が高まっていることを示した。

箱根町の近年の観光業は試練が続く。15年に箱根山の小規模噴火が起き、観光客数が落ち込んだ。その後は回復したが、19年5月に噴火警戒レベルが引き上げられ、さらに同年10月の台風19号により土砂崩れや箱根登山鉄道の橋脚崩壊などが起きた。19年の観光客数が再び落ち込んだところにコロナの感染拡大で大きな打撃を受けている。

ただ、コロナの感染状況が落ち着いてきていることもあり、22年の観光客数は回復の見通しが出ている。町は「10日から外国人観光客の受け入れが再開され、今後の旅行需要の回復を期待している」とする。老舗の富士屋ホテル担当者は「少しずつだが、客数は回復基調にある」とみている。

温泉テーマパーク箱根小涌園ユネッサンの担当者は「大型連休は例年の水準まで客足が戻った」と話す。同施設は東京都民を呼び込もうと都民の入場料を割り引く「勝手に東京都民割」を7月15日まで実施している。

箱根観光の中核を担う小田急箱根ホールディングスは、小田急電鉄が小児用IC乗車券での乗車料金を全区間50円均一とする制度を始めたことを契機に「家族で箱根に来てほしい」とアピール。同社の観光情報ポータルサイト「箱根ナビ」でデジタルチケットや企画乗車券などを販売している。

箱根町もポストコロナの観光戦略構築に向けて各企業と包括連携協定を相次いで結んでいる。「箱根にとって繁忙期の渋滞は永遠の課題」（町関係者）。町は日立システムズと協定を締結し、車両ナンバーを検知する人工知能（AI）で集めた車の動態情報を活用して渋滞解消を目指している。

リクルートとも包括連携協定を結び、同社の宿泊予約サイト「じゃらん」やキャッシュレスサービスなどで得た消費者の統計データを分析して地域活性化につなげるという。




